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要     旨 

【背景】日本の超高齢化社会により，高齢者の手術が増加している状況がある．高齢者は，全身麻酔に

よる周手術期合併症のリスクが高いため，全身麻酔の代替として局所麻酔薬を用いた末梢神経ブロック

の必要性が高まっている．近年，局所麻酔薬の抗炎症・抗酸化作用に関する報告が多数散見され，最近

の研究では，リドカインが，ヒドロキシルラジカル(・OH)および一重項酸素(1O2)を消去し，スーパー

オキサイドアニオン(O2-・)を消去しないことが明らかとなっている．しかし，アミド系局所麻酔薬が直

接フリーラジカルを消去するかについては未だ明らかにされていない．そこで本研究は，アミド型局所

麻酔薬の複数のフリーラジカルに対する容量依存的な直接消去能を明らかにすることを目的とした． 

【研究方法】アミド系局所麻酔薬(mepivacaine, lidocaine, bupivacaine, dibucaine)について，9 種のフ

リーラジカルを対象とし，電子スピン共鳴（Electron Spin Resonance 以下 ESR）法を用いて直接的な

フリーラジカル消去作用を評価した． 
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【結果】アミド系局所麻酔薬は，フリーラジカルを選択的に直接消去することが明らかとなった．ヒド

ロキシルラジカル，アスコルビン酸ラジカル，一重項酸素の 3 種類フリーラジカルは，すべての局所麻

酔薬によって消去された．tert‐ブトキシラジカルは dibucaine 以外のすべての麻酔薬で消去され，一

酸化窒素は mepivacaine で消去されたが他の 3 つでは消去されなかった．チロシルラジカルは

mepivacaine と lidocaine で消去された．スーパーオキサイドアニオン，tert-ブチルペルオキシラジカ

ル，DPPH は，4 種の局所麻酔薬のいずれによっても消去されなかった．また，TBARS アッセイによ

り，局所麻酔薬は過酸化脂質を抑制することが示された．これらの結果から，局所麻酔薬はフリーラジ

カル消去活性を介した抗酸化作用を有することが示唆された． 

【考察】アミド系局所麻酔薬は，選択的にフリーラジカルを直接消去し，抗酸化作用を持つことが明ら

かとなった．これらの消去能により，組織の酸化ストレスに対する保護作用が期待できる．実際，リド

カインによる周術期の循環動態の安定性の向上が報告されており，NADPHオキシダーゼ，nNOS，iNOS

によって引き起こされる酸化的ストレス傷害を効果的に改善することや，抗炎症作用に関しては，血漿

中の IL-6，IL-8，補体 C3a，IL1ra の上昇，CD11b，L-および P-セレクチンの発現，血小板-白血球凝

集素のメカニズムが示唆されている．以上より，周術期の麻酔管理に局所麻酔を併用することは，手術

侵襲に対する回復促進などに活用できる可能性がある．  

【結語】アミド系局所麻酔薬は，選択的にフリーラジカルを消去した．今後，周術期の麻酔管理に局

所麻酔を併用することにより，手術侵襲に対する回復促進への期待が示唆された．                                            

 


